
スラバヤ市では、市内に医療廃棄物の処分施設がなく、収集運搬に関する規則・監視
も十分でないため、常に飛散漏出の危険と隣り合わせである。本事業では、bee-netシス

テムを現地化して活用することにより、医療廃棄物の処理工程におけるトレーサビリティ
を確立し、排出源から処分までの適正管理を実証し、現在スラバヤ市が進めている焼却
処分場の新設に向けて寄与する。

インドネシア国スラバヤ市における医療系廃棄物処理分野の
トレースシステム展開実証事業

株式会社ビートルエンジニアリング
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発生源

国立病院
9ヶ所

発生源

診療所
241ヶ所

発生源

民間病院
50ヶ所

発生源

保健所
63ヶ所

総排出量
8 t／日

830km
現状

運搬処分委託費用：18,000ルピア/kg

処理場の建設
及び処理情報管理

35km 圏内

計画

運搬処分委託費用：
13,000ルピア/kg

処分

市内西部の土地を
活用し、中間処分及
び最終処分を行う

処分

国内唯一の
有害廃棄物処分場

廃棄物管理ソフト（bee-net)を活用して廃棄物に関する情報を一元管理


